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復興へ頑張ろう！

～事業概要・復興状況について～

宮 城 県 土 木 部 都 市 計 画 課

仙台港背後地土地区画整理事務所

仙塩広域都市計画事業 仙台港背後地土地区画整理事業
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　仙塩広域都市計画道路の変更について
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宮城県都市計画審議会



１　仙台港背後地土地区画整理事業の概要

　（１）事業概要

　（２）事業の経過

都市計画決定（ 施行区域面積： ２５７．１ｈａ ） （ 県告示１３２３号） 　

宮城県仙台港背後地土地区画整理事務所設置

事業計画決定（ 県告示９０３号）

第１回仙台港背後地土地区画整理審議会開催

事業計画変更（ 県告示１６７号）

第１回仮換地指定通知の発送

都市計画決定（ 施行区域面積：２５８．５ｈａ） （ 県告示１９０号）

事業計画第２ 回変更（ 県告示８３３号）

保留地公募開始

事業計画第３回変更（ 県告示１０６１号）

事業計画第４回変更（ 県告示４０９号）

事業計画第５回変更（ 県告示４９０号）

平成 2年 11月 16日

平成 3年 4月 1日

平成 3年 7月 23日

平成 4年 3月 7日

平成 6年 2月 18日

1

平成 25年 5月 31日

平成 6年 3月 31日

平成 23年 5月 27日

平成 9年 2月 18日

平成 10年 7月 31日

平成 14年 2月

平成 17年 9月 20日

仙台港背後地は、東北唯一の国際拠点港湾である仙台塩釜港（仙台港区）に隣接する地区

であり宮城県はもとより、東北地方の国際貿易・交流拠点として、また、仙台都市圏の物流拠点、

工業生産拠点としての機能を持つべき地区としてその整備が望まれています。

そこで、宮城県と仙台市は、２１世紀に向けて東北地方の発展を先導し、国際化・情報化等に

対処する計画的な都市基盤整備を共同で行い、アメニティに富んだ魅力あるまちづくりを推進し

ています。

仙台港ＩＣ

利府しらかし台

みなと仙台ゆめタウン 未来をえがく、ゆめのあるまち。

仙塩広域都市計画事業 仙台港背後地土地区画整理事業 宮城県

約２５８．５ｈａ（仙台市 約２４８．７ｈａ、多賀城市 約９．８ｈａ） 平成３年度～平成２９年度

629.4億円 ※平成２４年度末進捗率（事業費ベース）９９％

平均２９．８５％（公共減歩 １８．２０％、保留地減歩 １１．６５％）

将来昼間人口 約１６，６００人

将来夜間人口 約２，４００人

３２２戸（うち要移転戸数：３０９戸）

事業の名称

施工面積

総事業費

減 歩 率

計画人口

建築物戸数

事業期間

施行主体

位 置 図



１　仙台港背後地土地区画整理事業の概要

　（３）土地利用計画

　

　（４）事業地区全景
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事業面積 ２５８．５ ha

コンテナターミナル

至 仙台空港

至 松島・石巻

至 仙台市街地

仙台国際

貿易港

フェリー埠頭

モータープール

仙台港
ＩＣ

至 松島・石巻
仙台港北

ＩＣ

三井アウトレットパーク 仙台港

平成２１年 ８月撮影

みなと仙台ゆめタウン 未来をえがく、ゆめのあるまち。

仙台港IC



２　震災以降の状況・最近の動向

　（１）背後地地区内における公共施設の被災状況及び復旧状況
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完 成着工前

被災状況

（道路施設）

被災状況

（下水道施設）

震災直後には、津波により浸水するとともにがれきの散乱により、地区内の大部分において

道路通行ができなくなり，マンホールや管路等の下水道施設についても地区内の広い範囲で

被害が生じました。がれき撤去等の応急復旧を早期に完了させ，現在は，道路施設，下水道

施設の本復旧について平成２５年７月末を目標に進めております。

みなと仙台ゆめタウン 未来をえがく、ゆめのあるまち。

着工前 施工中



２　震災以降の状況・最近の動向

　（２）保留地の販売状況

＜参考＞
　　市街化率　８２．７％ 市街化率＝ ×100%

※建築物敷地面積Bは舗装された駐車場利用画地を含む。
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平成９年度から保留地処分を始めて，これまで約１４．7haを販売しました。東日本大震災以

降も好調な販売状況となっており，着実に保留地の処分が進んでいます。一般住宅用地につ

いては，完売いたしました。

（百万円） （ｍ２）

みなと仙台ゆめタウン 未来をえがく、ゆめのあるまち。
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一般住宅用地完売

（※）

建築物敷地面積 B ※

地区内宅地総面積 A

東
日
本
大
震
災

全保留地 175画地 25.8ha
契約済み 120画地 68.6% 14.7ha 57.0% 60.6%

16,382百万円
9,925百万円



２　震災以降の状況・最近の動向

　（３）企業の進出状況
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みなと仙台ゆめタウン 未来をえがく、ゆめのあるまち。

センター地区の企業立地状況

（一部流通業務地区含む）

H25.2.15現在

東日本大震災後停滞していた土地利用が回復し，新たな企業の進出も進んでいます。

平成１５年度から地区内の土地利用の増進を図るため事務所に「土地利活用相談窓口」を設置し，

購入や賃貸に関する相談やお問い合わせに対して，積極的な支援を行っています。

また，センター地区における県企業局と仙台市所有の土地（換地）について，事業用借地権設定

契約を行うなど，核となる企業の誘致を進めてきており，地区内外の交流人口や雇用創出の拡大に

寄与しています。

≪参考≫

①

②

事業用地借地権設定契約の区画

＜事業用借地権設定契約の事例： ①，② ＞

上記 ①，② 箇所は，県企業局と仙台市所有の土地（換地）であり，企業と２０年間の事業用借

地権設定契約を行っている。

①県企業局と三井不動産（株） Ａ＝９２，１３４ｍ2 月額賃料 ２０，９１５千円

②県企業局と（株）カインズ Ａ＝３０，０３３ｍ2 月額賃料 ６，５０７千円

〃仙台市と（株）カインズ Ａ＝４０，７１２ｍ2 月額賃料 ８，４７３千円

＜仙台港背後地地区　企業・店舗等立地状況＞

※H25.2.15現在

327

地区名 企業・店舗数

　センター地区

　流通業務地区

　工業地区

合　　計

35

228

64



２　震災以降の状況・最近の動向

　（４）仙台港ＩＣの開通

6

（※）１

みなと仙台ゆめタウン 未来をえがく、ゆめのあるまち。

平成２４年１２月１日に仙台東部道路仙台港ＩＣが地区内に新設されました。今回開通となっ

た仙台港ＩＣは，仙台東インターチェンジと仙台港北インターチェンジの間に位置し，東北唯一

の国際拠点港湾である「仙台塩釜港」と直結する非常に重要なインターチェンジです。

仙台港ＩＣの開通により、地区内には近接する仙台港北ＩＣと合わせてアクセスが一層向上しま

した。

※１ 国土交通省東北地方整備局 仙台河川国道事務所ＨＰより

（※）１ （※）１



２　震災以降の状況・最近の動向

　（５）仙台市防災集団移転促進事業への協力
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＜仙台市防災集団移転促進事業へ提供した保留地の概要＞

（１）対象保留地 仙台港背後地住宅地区保留地

（２）区 画 数 ７区画（区画を分割し，１９戸の被災者を受け入れ。抽選により１７宅地が決定。）

（３）総 価 格 ３５８，５４５，２００円

トヨタ輸送の21メートルフルトレーラー

三陸運輸の45フィートコンテナ車

塩釜港運送のウイングトレーラー

仙台港背後地住宅地区の保留地は，仙台市の防災集団移転促進事業における移転先地

の１３カ所の一つとして計画されました。

平成２４年１２月５日に宮城県と仙台市において契約が交わされ，被災者の方に移転先地と

して、提供することといたしました。

＜経緯＞

・住宅地区の保留地（７区画）について，仙台市が防災集団移転促進事業の移転先として計画して

いたため，仙台市の要請を受け，平成２４年１月２０日～１２月２８日の期間，一般販売を停止しま

した。

・平成２４年１１月３０日に売買契約締結のための申請書が提出され，平成２４年１２月５日に契約が

交わされました。




